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「新型コロナ感染対策」として「医療提供状況等」の把握スタート！

 

3月24日「医療関係団体協議」、3月25日「全国知事会との意見交換

会」で、厚労省からの協力要請で、実施決まる！ 

 
4月に入って、いよいよ拡大状況が急激に広まり、政府の「緊急事態宣言」も間近と報道されている中、厚労

省は、「病院の医療提供状況」の把握を全国8千病院対象に「日報」と「週報」で報告項目を分けて把握するデ

ータベースを構築し4月から運用を始める「事務連絡」を通知しました。 

この対応には、厚労省と「内閣官房情報通信技術(IT)総合戦略室」が加わっており、3月にスタートした「医

療等情報利活用ワーキンググループ」での具体化に通じる試行的な試みとも見て取れます。ＷＧでは「医療情報

システムの安全管理に関するガイドライン」等の検討が始まったばかりというのに、この「新型コロナ対策」の

病院情報は緊急の必要性は高く理解できますが、情報を集約し一元管理した中身をどの様に運用・活用していく

のか？！不安も払しょくされていません！そして、この運用が一つの「試金石」として今後の医療情報管理シス

テム構築に利用されていく可能性もはらんでいます！ 

 運用を注意深く監視する必要があります！（裏面の病院報告項目参照） 
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